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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　セキュリティ文書の一体的特徴としてのセキュリティデバイスであって、該デバイスは
、外部刺激がデバイスに適用されるとデバイス内に可逆的に再分布可能な少なくとも１つ
の流体を含み、該流体の少なくとも一部は、流体の流れ、拡張または収縮の少なくとも１
つにより少なくとも１ｍｍ転位してデバイスの光学的特性における変化を引き起こす、セ
キュリティデバイス。
【請求項２】
　デバイスは、ナノ流体構造またはマイクロ流体構造を含み、該流体は、前記構造により
保持され、および前記構造内で再分布可能である、請求項１に記載のセキュリティデバイ
ス。
【請求項３】
　ナノ流体構造またはマイクロ流体構造は、少なくとも１つの導管を定義する壁を含み、
該導管の少なくとも一部は、対向壁間で１ｎｍ～１００μｍの寸法、対向壁間で１ｎｍ～
１００ｎｍの寸法または対向壁間で１００ｎｍ～１００μｍの寸法を有し、該流体は、そ
の導管を通じた流体の流れによりデバイス中で再分布可能である、請求項２に記載のセキ
ュリティデバイス。
【請求項４】
　流体は、少なくとも一つの固体、液体または気体を、それぞれ任意に粒子状形態で、ま
たはその混合物、コロイド、懸濁液、分散体、溶液またはエマルション中に含んでなる、
請求項１～３のいずれかに記載のセキュリティデバイス。
【請求項５】
　流体は、デバイスの少なくとも一部へ適用される外部力に応じて流体の流れおよび／ま
たは拡張により再分布可能であり、流体が予め存在しないかまたは実質的に存在しない領
域中へ流動される、請求項１～４のいずれかに記載のセキュリティデバイス。
【請求項６】
　少なくとも１つの流体は、外部刺激の適用により混合する少なくとも２つの流体を含み
、流体および／またはその成分の相互作用に起因してデバイスの外観の変化が引き起こさ



(2) JP 2014-534088 A5 2015.10.29

れる、請求項１～５のいずれかに記載のセキュリティデバイス。
【請求項７】
　エンボス加工された微細構造を含んでなる、請求項１～６のいずれかに記載のセキュリ
ティデバイス。
【請求項８】
　少なくとも１つの流体のそれぞれは、
液体、気体、液体中に気体の混合物、分散体、溶液、コロイドまたは懸濁液、液体フォー
ム、液体中の液体の混合物、分散体、コロイドまたは懸濁液、エマルション、液体中に固
体の混合物、分散体、コロイドまたは懸濁液、ゾル、ゲル、液晶；
界面活性剤を必要に応じて含む油／水混合物；
任意に色変化特性およびまたは色シフト特性を有する液体染料、水または有機溶媒中での
染料の溶液、液体中の顔料の分散体または懸濁液；
磁性流体またはフェロ流体（適用磁場へ応答する液体中の分散磁気粒子または懸濁磁気粒
子）；
電気泳動または動電学的流体（適用磁場へ応答する液体中の分散荷電粒子または懸濁荷電
粒子）；
エレクトロレオロジー流体（例えばＳｍａｒｔ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ　Ｌｉｍｉｔｅｄ
、ｆｌｕｉｄ　ＬＩＤ３３５４Ｓにより供給されるような適用電場に応じて粘度が変化す
る流体）、磁性流体、せん断増粘性またはチキソトロピー材料；
高屈折率油、低屈折率油、フッ素化流体、Ｆｌｕｏｒｏｉｎｅｒｔ（商標）電子液体、例
えば３Ｍ　ＦＣ－７７０；
イオン液体または液体電解質、イオン溶液、液体金属、低融点を有する金属合金、例えば
ガリウムまたはおよびインジウム含有合金等（例えばＩｎｄａｌｌｏｙ（登録商標）合金
）；
大きい温度膨張係数を有する液体；
溶液または分散体、それにより溶解または分散した相（気体、液体、固体）は、外部刺激
、例えば圧力および／または温度変化に応じて溶液または分散体中へ入るかまたはそれら
から出る、
から独立して選択される、請求項１～７のいずれかに記載のセキュリティデバイス。
【請求項９】
　壁は、熱可塑性プラスチック、ポリオレフィン、ＰＰ、ＰＥ、ＰＥＴ、フリーラジカル
系およびカチオン系を含む紫外線硬化性ポリマー、電子ビーム硬化性ポリマー、ＢＯＰＰ
、フルオロポリマー、Ｃｙｔｏｐ（商標）、環状オレフィン、熱硬化性ポリマー、スピン
－オン－ガラスおよびＳｙｌｇａｒｄ（商標）シリコンエラストマー、２光子フォトレジ
ストを含むフォトレジストおよびそれらの誘導物および混合物のような物質を含むポリマ
ー、フィルムおよびラミネートから選択される１以上の材料を含んでなる、請求項３～８
のいずれかに記載のセキュリティデバイス。
【請求項１０】
　壁は、流体のための貯蔵部を定義し、貯蔵部への圧力の適用は、貯蔵部以外のデバイス
の部分への液体の流れを引き起こし、任意に前記圧力の除去により、貯蔵部は、少なくと
も実質的に元の形状および形態を回復し、デバイスの前記の他の部分から液体を取出し、
および貯蔵部中へ戻す、請求項３～９のいずれかに記載のセキュリティデバイス。
【請求項１１】
　流体は、液体に含まれる固体または気体の巨視的および／または微細粒子を有する液体
を含み、該粒子は、外部応力により誘発された流体の再分布に反応し、デバイス中で形成
し、移動し、結合し、回転し、沈殿し、凝集し、溶解し、流動しまたは集合する、請求項
１～１０のいずれかに記載のセキュリティデバイス。
【請求項１２】
　液体中の粒子の存在および／または可視性は、デバイス中の外部影響および流体分布に
依存する、請求項１１に記載のセキュリティデバイス。
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【請求項１３】
　機械的圧力および／またはエレクトロウェッティングによるデバイス中での液体の再分
布のために圧電素子を更に含み、圧電素子の操作により外部影響が引き起こされる、請求
項１～１２のいずれかに記載のセキュリティデバイス。
【請求項１４】
　流体再分布、したがって光学的外観において観測される変化は、２０秒未満、好ましく
は１０秒未満、より好ましくは５秒未満で生じる、請求項１～１３のいずれかに記載のセ
キュリティデバイス。
【請求項１５】
　セキュリティ文書用のセキュリティデバイスであって、該デバイスは、裸眼でまたは検
査ツールを用いて認識することができるパターンまたはイメージとして配置される、導管
またはチャンネル中の１以上の流体を含む流体構造を含んでなる、セキュリティ文書用の
セキュリティデバイス。
【請求項１６】
　流体構造は、裸眼で認識することができる高解像度パターンまたはイメージを構成する
、任意にエンボス加工されたマイクロ流体構造またはナノ流体構造である、請求項１５に
記載のセキュリティデバイス。
【請求項１７】
　マイクロ流体構造またはナノ流体構造中の流体の少なくとも一部は、外部刺激に応じて
デバイス内に再分布可能であり、該流体の少なくとも一部は、流体の流れ、拡張または収
縮の少なくとも１つにより少なくとも１ｍｍ転位し、デバイスの光学的特性における変化
を引き起こす、請求項１６に記載のセキュリティデバイス。
【請求項１８】
　請求項１～１４のいずれかに記載の第１セキュリティデバイス；および
請求項１５～１７のいずれかに記載の第２セキュリティデバイス；
任意に、請求項１～１６のいずれかに記載の１以上のさらなるセキュリティデバイス
を含んでなる、複合セキュリティデバイスであって、
該複合セキュリティデバイスの光学的特性は、少なくとも第１セキュリティデバイスと第
２セキュリティデバイスの相互作用に依存し、および第１セキュリティデバイスについて
の外部影響の効果に依存する、複合セキュリティデバイス。
【請求項１９】
　セキュリティ文書のセキュリティ特徴としての、請求項１～１８のいずれかに記載のセ
キュリティデバイスの使用。
【請求項２０】
　コア材料；および
コア材料の少なくとも一面に存在するか、またはコア材料へ少なくとも部分的に埋め込ま
れた請求項１～１８のいずれかに記載の少なくとも１つのセキュリティデバイス
を含んでなるセキュリティ文書であって、
前記デバイスは、前記少なくとも一面から反射光により少なくとも部分的に認識可能であ
る、セキュリティ文書。
【請求項２１】
　コア材料は、紙、ポリマー、プラスチックおよびこれらの組み合わせまたは混成物から
なる群から選択される少なくとも１つの材料を含んでなる、請求項２０に記載のセキュリ
ティ文書。
【請求項２２】
　流体再分布は、文書の外観における認識可能な変化を、セキュリティ文書またはその一
部を、手動操作するか、折り曲げるか、湾曲するか、折り畳むか、触れるかまたはプレス
することにより引き起こす、請求項２０に記載のセキュリティ文書。
【請求項２３】
　セキュリティデバイスまたはその部分を覆うかまたは目立たなくする１以上の層または
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印刷特徴をさらに含んでなる、請求項２０に記載のセキュリティ文書。
【請求項２４】
　セキュリティデバイスは、パターンに配置された複数の導管を含んでなり、該導管は、
セキュリティ文書上でエンボス加工された外観を該デバイスに与える該文書の平面部と比
べて隆起したプロファイルを有する、請求項２３に記載のセキュリティ文書。
【請求項２５】
　紙幣の製造方法であって、以下の工程：　
ポリマーコア基材を供給する工程；
請求項１～１８のいずれかに記載のセキュリティデバイスを基材へ接着するかまたは基材
上でエンボス加工する工程
を含む方法。
【請求項２６】
　セキュリティ文書が正当な文書であるかまたは偽造文書であるかをチェックする方法で
あって、該セキュリティ文書は、その少なくとも一面に請求項１～１８のいずれかに記載
の少なくとも１つのセキュリティデバイスを含んでなり、前記方法は、以下の工程：
デバイス内で流体の再分布を引き起こす工程；
流体の再分布により引き起こされたセキュリティ文書の外観における光学的変化を観察す
る工程
を含んでなる方法。
【請求項２７】
　前記引き起こす工程は、セキュリティ文書の手動操作によりまたは検査ツールを用いて
外部影響をセキュリティ文書へ適用する工程を含む、請求項２６に記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２６】
　セキュリティデバイス、セキュリティ文書ならびにその製造方法および使用の様々な態
様を、本明細書に記載し、説明したが、添付の特許請求の範囲は、そのような態様に制限
されない。また、本発明は、本明細書に示された教示により容易に得られる別の実施態様
を包含する。

　本発明の好ましい態様は以下を包含する。
〔１〕　セキュリティ文書のためのセキュリティデバイスであって、該デバイスは、外部
刺激に応じてデバイス内に再分布可能な少なくとも１つの流体を含み、該流体の少なくと
も一部は、流体の流れ、拡張または収縮の少なくとも１つにより少なくとも１ｍｍ転位し
てデバイスの光学的特性における変化を引き起こす、セキュリティ文書のためのセキュリ
ティデバイス。
〔２〕　デバイスは、ナノ流体構造またはマイクロ流体構造を含み、該流体は、前記構造
により保持され、および前記構造内で再分布可能である、〔１〕に記載のセキュリティデ
バイス。
〔３〕　ナノ流体構造またはマイクロ流体構造は、少なくとも１つの導管を定義する壁を
含み、該導管の少なくとも一部は、対向壁間で１ｎｍ～１００μｍの寸法、対向壁間で１
ｎｍ～１００ｎｍの寸法または対向壁間で１００ｎｍ～１００μｍの寸法を有し、該流体
は、その導管を通じた流体の流れによりデバイス中で再分布可能である、〔２〕に記載の
セキュリティデバイス。
〔４〕　流体は、少なくとも一つの固体、液体または気体を、それぞれ任意に粒子状形態
で、またはその混合物、コロイド、懸濁液、分散体、溶液またはエマルション中に含んで
なる、〔１〕～〔３〕のいずれかに記載のセキュリティデバイス。
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〔５〕　流体は、デバイスの少なくとも一部へ適用される外部力に応じて流体の流れおよ
び／または拡張により再分布可能であり、流体が予め存在しないかまたは実質的に存在し
ない領域中へ流動される、〔１〕～〔４〕のいずれかに記載のセキュリティデバイス。
〔６〕　少なくとも１つの流体は、外部刺激の適用により混合する少なくとも２つの流体
を含み、流体および／またはその成分の相互作用に起因してデバイスの外観の変化が引き
起こされる、〔１〕～〔５〕のいずれかに記載のセキュリティデバイス。
〔７〕　エンボス加工された微細構造を含んでなる、〔１〕～〔６〕のいずれかに記載の
セキュリティデバイス。
〔８〕　少なくとも１つの流体のそれぞれは、
液体、気体、液体中に気体の混合物、分散体、溶液、コロイドまたは懸濁液、液体フォー
ム、液体中の液体の混合物、分散体、コロイドまたは懸濁液、エマルション、液体中に固
体の混合物、分散体、コロイドまたは懸濁液、ゾル、ゲル、液晶；
界面活性剤を必要に応じて含む油／水混合物；
任意に色変化特性およびまたは色シフト特性を有する液体染料、水または有機溶媒中での
染料の溶液、液体中の顔料の分散体または懸濁液；
磁性流体またはフェロ流体（適用磁場へ応答する液体中の分散磁気粒子または懸濁磁気粒
子）；
電気泳動または動電学的流体（適用磁場へ応答する液体中の分散荷電粒子または懸濁荷電
粒子）；
エレクトロレオロジー流体（例えばＳｍａｒｔ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ　Ｌｉｍｉｔｅｄ
、ｆｌｕｉｄ　ＬＩＤ３３５４Ｓにより供給されるような適用電場に応じて粘度が変化す
る流体）、磁性流体、せん断増粘性またはチキソトロピー材料；
高屈折率油、低屈折率油、フッ素化流体、Ｆｌｕｏｒｏｉｎｅｒｔ（商標）電子液体、例
えば３Ｍ　ＦＣ－７７０；
イオン液体または液体電解質、イオン溶液、液体金属、低融点を有する金属合金、例えば
ガリウムまたはおよびインジウム含有合金等（例えばＩｎｄａｌｌｏｙ（登録商標）合金
）；
大きい温度膨張係数を有する液体；
溶液または分散体、それにより溶解または分散した相（気体、液体、固体）は、外部刺激
、例えば圧力および／または温度変化に応じて溶液または分散体中へ入るかまたはそれら
から出る、
から独立して選択される、〔１〕～〔７〕のいずれかに記載のセキュリティデバイス。
〔９〕　壁は、熱可塑性プラスチック、ポリオレフィン、ＰＰ、ＰＥ、ＰＥＴ、フリーラ
ジカル系およびカチオン系を含む紫外線硬化性ポリマー、電子ビーム硬化性ポリマー、Ｂ
ＯＰＰ、フルオロポリマー、Ｃｙｔｏｐ（商標）、環状オレフィン、熱硬化性ポリマー、
スピン－オン－ガラスおよびＳｙｌｇａｒｄ（商標）シリコンエラストマー、２光子フォ
トレジストを含むフォトレジストおよびそれらの誘導物および混合物のような物質を含む
ポリマー、フィルムおよびラミネートから選択される１以上の材料を含んでなる、〔３〕
～〔８〕のいずれかに記載のセキュリティデバイス。
〔１０〕　壁は、流体のための貯蔵部を定義し、貯蔵部への圧力の適用は、貯蔵部以外の
デバイスの部分への液体の流れを引き起こし、任意に前記圧力の除去により、貯蔵部は、
少なくとも実質的に元の形状および形態を回復し、デバイスの前記の他の部分から液体を
取出し、および貯蔵部中へ戻す、〔３〕～〔９〕のいずれかに記載のセキュリティデバイ
ス。
〔１１〕　流体は、液体に含まれる固体または気体の巨視的および／または微細粒子を有
する液体を含み、該粒子は、外部応力により誘発された流体の再分布に反応し、デバイス
中で形成し、移動し、結合し、回転し、沈殿し、凝集し、溶解し、流動しまたは集合する
、〔１〕～〔１０〕のいずれかに記載のセキュリティデバイス。
〔１２〕　液体中の粒子の存在および／または可視性は、デバイス中の外部影響および流
体分布に依存する、〔１１〕に記載のセキュリティデバイス。
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〔１３〕　機械的圧力および／またはエレクトロウェッティングによるデバイス中での液
体の再分布のために圧電素子を更に含み、圧電素子の操作により外部影響が引き起こされ
る、〔１〕～〔１２〕のいずれかに記載のセキュリティデバイス。
〔１４〕　流体再分布、したがって光学的外観において観測される変化は、２０秒未満、
好ましくは１０秒未満、より好ましくは５秒未満で生じる、〔１〕～〔１３〕のいずれか
に記載のセキュリティデバイス。
〔１５〕　セキュリティ文書用のセキュリティデバイスであって、該デバイスは、裸眼で
または検査ツールを用いて認識することができるパターンまたはイメージとして配置され
る１以上の流体を含む流体構造を含んでなる、セキュリティ文書用のセキュリティデバイ
ス。
〔１６〕　流体構造は、裸眼で認識することができる高解像度パターンまたはイメージを
構成する、任意にエンボス加工されたマイクロ流体構造またはナノ流体構造である、〔１
５〕に記載のセキュリティデバイス。
〔１７〕　マイクロ流体構造またはナノ流体構造中の流体の少なくとも一部は、外部刺激
に応じてデバイス内に再分布可能であり、該流体の少なくとも一部は、流体の流れ、拡張
または収縮の少なくとも１つにより少なくとも１ｍｍ転位し、デバイスの光学的特性にお
ける変化を引き起こす、〔１６〕に記載のセキュリティデバイス。
〔１８〕　〔１〕～〔１４〕のいずれかに記載の第１セキュリティデバイス；および
〔１５〕～〔１７〕のいずれかに記載の第２セキュリティデバイス；
任意に、〔１〕～〔１６〕のいずれかに記載の１以上のさらなるセキュリティデバイス
を含んでなる、複合セキュリティデバイスであって、
該複合セキュリティデバイスの光学的特性は、少なくとも第１セキュリティデバイスと第
２セキュリティデバイスの相互作用に依存し、および第１セキュリティデバイスについて
の外部影響の効果に依存する、複合セキュリティデバイス。
〔１９〕　セキュリティ文書のセキュリティ特徴としての、〔１〕～〔１８〕のいずれか
に記載のセキュリティデバイスの使用。
〔２０〕　コア材料；および
コア材料の少なくとも一面に存在するか、またはコア材料へ少なくとも部分的に埋め込ま
れた〔１〕～〔１８〕のいずれかに記載の少なくとも１つのセキュリティデバイス
を含んでなるセキュリティ文書であって、
前記デバイスは、前記少なくとも一面から反射光により少なくとも部分的に認識可能であ
る、セキュリティ文書。
〔２１〕　コア材料は、紙、ポリマー、プラスチックおよびこれらの組み合わせまたは混
成物からなる群から選択される少なくとも１つの材料を含んでなる、〔２０〕に記載のセ
キュリティ文書。
〔２２〕　流体再分布は、文書の外観における認識可能な変化を、セキュリティ文書また
はその一部を、手動操作するか、折り曲げるか、湾曲するか、折り畳むか、触れるかまた
はプレスすることにより引き起こす、〔２０〕に記載のセキュリティ文書。
〔２３〕　セキュリティデバイスまたはその部分を覆うかまたは目立たなくする１以上の
層または印刷特徴をさらに含んでなる、〔２０〕に記載のセキュリティ文書。
〔２４〕　セキュリティデバイスは、パターンに配置された複数の導管を含んでなり、該
導管は、セキュリティ文書上でエンボス加工された外観を該デバイスに与える該文書の平
面部と比べて隆起したプロファイルを有する、〔２３〕に記載のセキュリティ文書。
〔２５〕　紙幣の製造方法であって、以下の工程：　
ポリマーコア基材を供給する工程；
〔１〕～〔１８〕のいずれかに記載のセキュリティデバイスを基材へ接着するかまたは基
材上でエンボス加工する工程
を含む方法。
〔２６〕　セキュリティ文書が正当な文書であるかまたは偽造文書であるかをチェックす
る方法であって、該セキュリティ文書は、その少なくとも一面に〔１〕～〔１８〕のいず
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れかに記載の少なくとも１つのセキュリティデバイスを含んでなり、前記方法は、以下の
工程：
デバイス内で流体の再分布を引き起こす工程；
流体の再分布により引き起こされたセキュリティ文書の外観における光学的変化を観察す
る工程
を含んでなる方法。
〔２７〕　前記引き起こす工程は、セキュリティ文書の手動操作によりまたは検査ツール
を用いて外部影響をセキュリティ文書へ適用する工程を含む、〔２６〕に記載の方法。
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